
梓設計では2019年8月、社員数の増加やオフィス環境の改善を目的に、天王洲と羽田に分散する
本社機能を統合した新オフィス「羽田スカイキャンパス」をオープン。併せて、全社員が個室も固
有デスクも持たないフリーアドレスの運用をスタート。広大なワンフロアを様々な特徴を持つエ
リアで区切り、その中央部に位置するワークエリアの一角にKooNeを導入。約450名の社員が働く、
クリエイティブなワークスペースで、空間に広がる「小鳥のさえずり」や「森林の清冽な自然音」が
リラクゼーション効果や集中力アップに貢献。社員の皆様にも好評を頂いています。

導入の背景

空間音響デザインソリューション『KooNe（クーネ）』

業種 ：企業
目的：業務環境改善・生産性向上

株式会社梓設計 様　東京都大田区

導入事例  No.158

梓設計が、統合移転したニューオフィスにKooNe（クーネ）を導入。
豊かな自然音が、フリーアドレスのワークスペースを快適に演出。

様々なフィールドで著名な建築デザインを手掛ける梓設計が、本社を移転。フリーア
ドレスを採用したニューオフィスの一角に、JVCケンウッド・公共産業システムによる
空間音響デザインソリューションKooNeを導入。広々としたワンフロアを吹き抜ける
「森」の環境自然音が、心地良いフレッシュな空間を創出しています。



「JVCケンウッドの本社会議室でKooNeを初めて体感した時、スピーカーを全く意識させない、極めて
自然なサウンドが大変心地よく、空間が広がった様な開放感が得られました。ワンフロアの新しいオフ
ィスのイメージにも違和感無くマッチすると考え、導入が決まりました。」
「オフィスは全席自由のフリーアドレスで、社員はプロジェクトや気分で自由に移動しています。移動に
よって、気分転換や集中力を高められるよう、それぞれのゾーンには特徴を持たせていますが、KooNe
もそうした趣向の一環です。自然そのもののハイレゾ音で、導入当初は『小鳥が
紛れ込んでいる』、という様な声もあったり、社員たちの評判も上々です。」
「ニューオフィスでは、より働きやすく環境改善を継続。さらに、センシングやAIに
より『働き方デザイン』という建築提案を見据えて、社員全員が日々体験をアップ
デートしています。そうした中で、KooNeにも大きな可能性を感じ、エントランス
や他のワークエリアへと、さらに活用の場を広げて行くことも考えています。」

導入ポイント

本システムについてのお問い合わせは

▶広いオープン空間の中央部に導入。植栽と併せ、気分転換にも適したワークエリアを演出。
▶ハイレゾの心地良い自然音により、集中力も向上。仕事の創造性や効率アップに貢献。
▶配信型サービスで運用が手間要らず。一日や四季で変化する豊かな森の「自然音」を提供。

※記載の法人・団体名・組織名・所属・肩書きなどは、すべて取材時点でのものです。

導入の効果
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U S E R ’ S  P R O F I L E

株式会社梓設計
東京都大田区羽田旭町 10-11 MFIP 羽田 3F

https://www.azusasekkei.co.jp

交通インフラ、スポーツ・エンターテインメント、都市・商業、ヘルスケア、ワークプレイス、物流・生
活インフラなどの多彩なドメインで数多くの著名建築を手掛ける。2019年8月、本社機能を統合し
た新オフィスに移転。快適なオープン環境での活発なコミュニケーションにより、さらなるイノベー
ションや創造性を育み、お客様に新たな価値とより質の高いサービスの提供を目指している。

より自然に「音」が届く間接音環境を構築することで、
聴覚を中心とした「居心地の良い空間」を創造する
空間音響デザインソリューション。森・川・波の
カテゴリーで現地収録した自然音源や
アンビエントサウンドを提供いたします。

独自の空間音響設計で、自然にやわらかく包み込まれるような音空間を再現。

シンプルな送出系機器ラック POPで現在の音源収録地を紹介スケルトン天井に音を乱反射させ、
より自然な音場を再現
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